
専門分野

臨床検査総合管理

開講時期 ３年　後期 担当教員
担当教員の
実務経験

有 ・ 無

チェック欄

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第１０回

検査管理総論 単位数

国試対策：機器総論②（攪拌装置～測光装置）

国試対策：機器総論③（顕微鏡装置）

国試対策：機器総論④（電気化学装置～純水製造装置、その他）

国試対策：管理総論①（第1章～3章　　臨床検査の意義、臨床検査部門の管理と業務　等）

国試対策：管理総論②（第4章-1　検体の採取と保存）

国試対策：管理総論③（第4章-2　検査の受付と報告　　　５章　検査の精度保障１）

国試対策：管理総論④（５章　検査の精度保障２）

国試対策：管理総論⑤（５章　検査の精度保障３）

国試対策：管理総論⑥（５章　検査情報　　　６章　検査の安全管理と倫理、その他）

1単位
（２０時間）

国試対策：機器総論①（化学容量器～分離分析装置）

◆実務経験の内容
・39年間の臨床検査業務（ルーチンワーク、時間外業務）において、種々の機器・装置の基本的なことを経験している。
・また、臨床検査業務の全体的な経験（採血業務・検体取り扱いに関する注意事項、検査の精度保証、接遇など）があり、
さらに技師長職としての検査室の安全管理など検査室全般の管理業務の経験を有する。

◆授業の目的・目標
①1・2年時の「機器総論」「管理総論」の重点事項を復習し、卒業認定試験対策としての十分な知識を習得する。
②さらには最終目的としての国家試験合格を目指した対策にもつなげる。

◆授業の概要・授業方針

①「機器総論」の重点事項を復習する。　　②「管理総論」の重点事項を復習する。
③それらの形式としては「語句記入形式」「国家試験問題形式」を用い、重点事項をよく理解した上で国家試験対策のみでなく、
卒業後の実践力としてのルーチンワークにも生かせるレベルに繋げる。

◆テキスト・参考資料等 ◆成績評価の方法

・最新臨床検査学講座　検査機器総論/医歯薬出版
・最新臨床検査学講座　検査総合管理学
・講師作成資料など

・出欠状況
・卒業認定試験

授業計画

諸隈　博
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